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き
る
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と
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五
高
時
代
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
生
か
し

〝
憧
れ
の 

熊
本
大
学
〞へ

熊
本
大
学
長　

谷
口　

功

Isao
TANIGUCHI

special interview
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平
成
24
年
度
、
熊
本
市
の
政
令
指
定
都
市
移
行
を
は
じ
め
、

地
域
が
大
き
な
変
動
の
と
き
を
迎
え
て
い
ま
す
。

熊
本
大
学
も
ま
た
、
新
た
な
進
化
を
求
め
ら
れ
る
時
代
、

教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
・
国
際
化
を
四
つ
の
柱
に
、

大
学
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
か
、

谷
口 
功
学
長
に
そ
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

　

大
学
は
自
ら
の
将
来
像
を
描
き
な
が
ら
、そ

の
役
割
と
責
任
を
主
体
的
に
果
た
す
存
在
で

あ
り
、地
域
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
る
べ
き

存
在
で
す
。か
つ
て
本
学
の
前
身
で
あ
る
旧
制

第
五
高
等
学
校
が
ま
ち
の
誇
り
で
あ
っ
た
、そ

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
今
も
本
学
に
伝
統
と
し
て
、あ
る

い
は
五
高
精
神
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る

は
ず
で
す
。熊
本
大
学
も
ま
た
誇
れ
る
、憧
れ

の
大
学
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
・
国
際

化
の
四
つ
を
柱
と
す
る「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

２
０
１
０
」（※

１
）も
３
年
目
を
迎
え
、実
現

に
向
け
て
、さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取

り
組
み
た
い
で
す
ね
。

　

研
究
に
つ
い
て
は
三
つ
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ

Ｏ
Ｅ
」（※

２
）研
究
を
は
じ
め
と
す
る
大
型
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
て
独
自
の
拠
点

研
究
な
ど
も
進
ん
で
い
ま
す
。熊
大
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
合
金
材
料
も
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
の
研
究

が
始
ま
り
、全
学
の
教
育
研
究
施
設
と
し
て

「
熊
本
大
学
先
進
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
国
際
研
究
セ

ン
タ
ー
」も
開
設
し
ま
し
た
。「
我
が
国
を
代
表

す
る
研
究
拠
点
大
学
」を
掲
げ
る
本
学
に
と
っ

て
、研
究
成
果
は
、そ
の
生
命
線
で
も
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
将
来
に
確
か
な
手
応
え

　

交
流
協
定
大
学
も
１
２
０
機
関
を
超
え
、昨

年　

月
に
は
４
３
０
名
を
超
え
る
留
学
生
を
擁

す
る
に
至
り
ま
し
た
。学
生
諸
君
が
卒
業
後
に

活
躍
す
る
近
未
来
は
、今
よ
り
一
層
グ
ロ
ー
バ
ル

化
し
た
社
会
。積
極
的
に〝
外
〞へ
出
て
行
っ
て
、

切
磋
琢
磨
し
力
を
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
れ
ば
失
敗
も
多
い
。

し
か
し
、そ
れ
が
自
分
の
力
だ
と
知
り
、再
び
挑

戦
す
る
こ
と
で
成
長
し
て
い
け
る
こ
と
を
伝
え

た
い
で
す
ね
。学
生
の
元
気
は
、大
学
の
元
気
で

あ
り
、地
域
の
、ひ
い
て
は
日
本
の
元
気
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
た
め
に
も
、ま
ず

は
熊
本
や
日
本
の
文
化
や
考
え
方
を
理
解
し
、

そ
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

今
年
度
も
化
学
実
験
場
の
階
段
教
室
を
活

用
し
て
、新
入
生
全
員
に
、本
学
の
学
生
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
や
誇
り
を
伝
え

る
た
め
に
、学
長
特
別
講
義
を
行
い
ま
す
。学

生
諸
君
の
素
晴
ら
し
い
反
応
に
、若
者
の
力
と

日
本
の
将
来
に
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
ま
す
。

新
た
な
時
代
創
造
に
叡
智
を
結
集

　

九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
し
て
１
年
、熊
本

市
は
か
ね
て
よ
り
念
願
だ
っ
た
政
令
指
定
都
市

へ
と
移
行
し
ま
し
た
。熊
本
に
チ
ャ
ン
ス
が
訪

れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、そ
の
ま
ま
で
は
変
化
は

起
き
な
い
。多
様
な
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
、「
私
た

ち
に
何
が
で
き
る
の
か
？
」と
、新
し
い
時
代
の

創
造
や
社
会
の
発
展
の
た
め
に
、大
学
が
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
取
り
、行
政
や
企
業
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
叡
智
を
結
集
さ
せ
、 

憧
れ

の
熊
本
大
学
〞の
構
築
に
向
け
て
、今
年
度
も
教

育
、研
究
、社
会
貢
献
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

※1　アクションプラン2010・・・平成22年度から6年間の本学の『第二期中期
 目標・中期計画』をより具体的にわかりやすく「プラン」として示したもの。
※2　グローバルＣＯＥ・・・大学院の教育研究機能を充実・強化し、世界を

リードする創造的な人材育成を図るため、教育研究拠点の形成を重点
的に支援し、国際競争力のある大学づくりを推進する事業。本学からは
「細胞系譜制御研究の国際的人材育成ユニット」（発生医学研究所・粂 
昭苑教授）「衝撃エネルギー工学グローバル先導拠点」（大学院自然科
学研究科・秋山秀典教授）「エイズ制圧を目指した国際教育研究拠点」
（大学院医学薬学研究部・満屋裕明教授）の3件が採択されている。

〝
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さまざまな現代の課題に倫理学で切り込む！

　尊厳死や、臓器移植など、さまざまな価値観がぶつかり

合う現代社会。それぞれの課題に対し、倫理学を応用し、現場

にいる人の手助けとなるような倫理的思考を提示する学問が

「応用倫理学」です。「例えば、臓器移植に関していえば、人間の

尊厳という価値観と、助かる命ならば、助けたいという価値観

がぶつかり合っています。規範倫理学を応用して、課題の本

質を突き詰め、現代社会に生かそうというのが応用倫理学の

考え方です」。また、応用倫理学の中でも、特に現代社会の実

践的な問題に向き合う「ビジネス倫理学」についての講義に重

点を置く田中教授。卒業後、多くの学生がビジネス活動と関わ

りを持つことから、働くことの意味や、古代ギリシア以来の労

働観、現代社会の消費主義と労働の関係などについて、自由

にディスカッションを重ねています。

物事を客観的・論理的に判断し、表現する力を身に付ける

　「倫理学を学ぶことで、客観的・論理的思考を身に付けると

ともに、その思考を言葉や文章で適切に表現する力を磨いて

ほしい」と語る田中教授。倫理学は論証を重要視する学問。

結論の根拠となる材料を過不足なくそろえ、段取りよく説明し、

結論を述べるという段階を踏んだ論理的思考が要求されます。

また“書く”という行為では“文献を読み取る”“思考する”“文章

で表現する”という複合的な力が試されます。4年生の塚本

彩さんはかねてより興味があった「幸福とは何か」を卒論で執り

上げました。「哲学者・ノージックの『経験機械』（※１）という思考

実験（※２）をテーマに、この機械につながれて快楽や満足を得る

ことが、倫理的に許容できるのか、その妥当性についてまとめ

ました。何度も何度も先生に訂正していただき、仕上げること

ができました」と語ります。

「少しだけおせっかいになろう！」

　テストや論文発表が終了した日には、鍋パーティーを開く

のが恒例の田中研究室。「個人主義の時代ですが、“少しだけ

おせっかいになろう！”が僕のモットー。“ちょっと困っている

かな？”と思う学生に声を掛けたり、息抜きの場をつくってあげ

ることは、大切だと思っています。学生たちには、冷静な頭脳

と温かい心を持つ人間になってほしいですね」と微笑みます。

Laboratory Exploration

田中朋弘研究室では、道徳規範を理論的に分析する

「規範倫理学」から、生命や環境、ビジネス、情報など、

現代のさまざまな事象を倫理学的に思考する

「応用倫理学」まで、幅広い研究を行っています。

総合人間学科

文学部

田中朋弘研究室

研究室では、それぞれが選んだ
テーマに対して、ディスカッション
を繰り広げる。先輩が掲げたテー
マを軸に、下級生たちが疑問など
を投げ掛け、検証していく

研究室で行われる鍋パーティー
は、学生の楽しみの一つ。田中教
授が学生時代から使っている鍋
は、今も現役

無類のカメラ好きの田中教授。
研究室のみんなを撮影するのも
コミュニケーションの一つ

書棚にはカント全集が数種類
並ぶ。時代が変わっても「大切
な本はカント！」とメンバーは
声をそろえる

※１　経験機械 ・・・ 自分が望むどんな経験でも仮想的に経験できる機械のこと。これ
         につながれたら、ずっと幸福であり続けることも可能
※２　思考実験 ・・・ 実際に器具などを用いた実験ではなく、思考のみによって、仮想
         的現象を検証すること
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倫理学を通して
冷静な頭脳と、温かい心を育てる 研究室は、院生も含め10人で構成。

学生たちとのコミュニケーションを
大切にしたアットホームな雰囲気
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長
い
間
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
説
は
、日
本
に

い
て
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
文
学

で
あ
り
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
に
は
、講
義
形
式

の「
レ
ク
チ
ャ
ー
」と
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

の「
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
」と
い
う
2
種
類
の
授
業

が
あ
り
ま
す
。「
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
」で
は
、自
分

の
意
見
を
主
張
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の

で
、英
語
力
が
付
き
、人
見
知
り
を
克
服
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
大
に

は
、熊
大
の
よ
う
に
小
さ
な
ゼ
ミ
形
式
の
ク
ラ

ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
き
め
細
や

か
な
熊
大
の
授
業
が
恋
し
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
大

の
石
炭
輸
出
港
と
し
て
歴
史
を
刻
む
町
で
、

次
第
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。ビ
ー
チ
で
タ
ン
カ
ー
が
行

き
交
う
の
を
眺
め
て
い
た
こ
と
も
良
い
思
い
出

で
す
。東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、将
来

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
仕
事
に
就
き
、社
会
に

貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
英
語
が
好
き
で
、将
来

は
留
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。熊
大
に

入
り
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、な
か

な
か
ス
コ
ア
が
伸
び
ず
、落
ち
込
む
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。〝
夢
を
実
現
す
る
ん
だ
〞と
い
う
強

い
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
、乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

熊
大
で
は
比
較
文
学
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

世
界
の
児
童
文
学
に
興
味
が
あ
り
、独
自
の
文

化
を
持
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
で
学
び
た

い
と
思
い
、大
学
の
交
換
留
学
制
度
を
利
用
し

て
、思
い
切
っ
て
留
学
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、ア
ボ
リ
ジ
ニ
族
と
い

う
先
住
民
が
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
言
い
伝
え
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
人
々
の
間
で

熊本大学から世界へ

算
数
・
数
学
の
学
習
環
境
の
国
際
デ
ザ
イ

ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プin P

lym
outh

を
開
催

（
7
日
ま
で
）

本
学
教
育
学
部
と
プ
リ
マ
ス
大
学（
イ
ギ
リ

ス
）教
育
学
部
の
教
員
の
共
同
企
画
に
よ
っ
て
、

プ
リ
マ
ス
大
学
ほ
か
に
て
開
催
。本
学
教
育

学
部
か
ら
教
員
2
名
、学
生
6
名
、プ
リ
マ
ス

大
学
か
ら
教
員
2
名
、学
生
18
名
が
参
加
。

み
な
ま
た
環
境
塾
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

M
ISSIO

N
2011

を
開
催（
8
日
ま
で
）

大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
環
境
M
O
T
コ
ー

ス「
み
な
ま
た
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」を
開
催
。熊
本
市
内
ホ
テ
ル
で
の
研
究

発
表
会
、水
俣
市
視
察
意
見
交
換
会
、阿
蘇

フ
ィ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー

に
、国
内
お
よ
び
ア

ジ
ア
6
カ
国
か
ら
の

研
究
者
約
50
名
を

含
む
1
0
0
名
以

上
が
参
加
。

山
東
大
学（
中
国
）の
国
際
共
同
教
育
調
査
団
が

来
学

青
島
海
洋
地
質
研
究
所（
中
国
）と
の
学
術
交
流

本
学
沿
岸
域
環
境
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

が
青
島
海
洋
地
質
研
究
所
か
ら
研
究
者
3

名
を
招
聘
し
、研

究
に
関
す
る
意
見

交
換
や
本
学
合
津

マ
リ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

外
国
人
留
学
生
の
た
め
の
就
職
説
明
会（
熊
本
県

主
催
、高
等
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
熊
本
共
催
）

四
川
大
学
錦
江
学
院（
中
国
）の
訪
問
団
が
来
学

海
外
留
学
成
果
発
表
会
を
開
催

留
学
生
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

12
／
５６12　1618192021

オーストラリアの先住民に関する
文学について学びました

文学部文学科 超域言語文学コース３年
東田紗代子さん

2011年3月から11月まで、オーストラリアの
ニューカッスル大学で学んだ東田さん。

将来は、エネルギー問題に貢献できるような
仕事がしたいと語ります。

オーストラリア

International
exchange

国際交流レポート
平成23年12月
～平成24年2月

Report

「エネルギー問題に貢献できるよう
な仕事に就きたい」と語る東田さん

ホストファミリーのハーディー夫妻と記念の1枚。中国からの留学生もステイしており、
多国籍の文化交流を体験したという
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世界から熊本大学へ

12
／
５６12　1618192021

大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科「
中
国
短

期
調
査
及
び
研
究
交
流
2
0
1
1
」を
実

施（
12
日
ま
で
）

大
学
院
生
15
名
が
中
国
の
交
流
協
定
校

（
復
旦
大
学
、同
済

大
学
）を
訪
問
し
、

中
国
の
政
治
・
行

政
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

第
9
回
熊
本
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム（
上
海
）を
開
催

本
学
理
事
や
各
研
究
科
長
等
に
よ
る
本

学
紹
介
、中
国
の
大
学
の
代
表
者
に
よ
る

講
演
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、谷
口
学
長

と
中
国
の
交
流
協
定
校
代
表
者
と
の
懇

談
会
や
、在
上
海
本
学
Ｏ
Ｂ
交
流
会
も
開

催
し
、約
１
７
０
名
が
参
加
。

熊
本
上
海
事
務
所
開
所
式
を
挙
行

谷
口
学
長
が
上
海
杉
達
大
学（
中
国
）を
訪
問

谷
口
学
長
が
上
海
大
学（
中
国
）を
訪
問

み
な
ま
た
環
境
塾
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
南
洋
理
工
大
学N

G
 W
U
N
 

JER
N

教
授
に
よ
る
排
水
処
理
に
関
す
る

講
演
が
行
わ
れ
、22
名
が
参
加
。（
2
月
13
日

も
、中
国
広
西
医
科
大
学
副
学
長
・
第
一
病

院
院
長
で
あ
る
趙
勁
民
氏
に
よ
る
医
療

廃
棄
物
の
現
状
に
関
す
る
講
演
が
行
わ

れ
、23
名
が
参
加
）

留
学
生
実
地
見
学
旅
行
を
実
施（
16
日
ま
で
）

島
原
・
雲
仙
、長
崎
方
面
へ
の
見
学
旅
行
を

実
施
し
、本
学
留
学
生
1
1
7
名
が
参
加
。

異
文
化
交
流
国
際
研
究
会（
南
榮
技
術
学

院（
台
湾
）主
催
、本
学
教
育
学
部
お
よ
び

久
留
米
大
学
共
催
）

南
榮
技
術
学
院
に
て
開
催
さ
れ
、日
本
の
6

大
学
か
ら
本
学
教
職
員
4
名
を
含
む
14
名

が
参
加
。24
名
に
よ
る
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
全
体
で
1
0
0
名
以
上
。

日
本
語
研
修
コ
ー
ス
修
了
式
、短
期
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
閉
講
式

１
／
６

　
101112

２
／
1517

「熊本で一番好きな場所は、江津湖です」。熊本市国際交流振興事業団が主催する
プログラムで、江津湖に関するプレゼンテーションを日本語で披露した

熊大で耐震技術を学び
母国の防災に貢献したい
大学院自然科学研究科 構造力学研究室
博士後期課程1年 アフザリ・ハミッドさん
地震や耐震構造について研究をする
イランからの留学生・アフザリ・ハミッドさん。
将来は、地震に耐え得る建築物や橋梁を造ることで、
社会に貢献したいと語ります。

イラン
熊本

　
「
東
日
本
大
震
災
後
の
日
本
の
復
興
力
に
と
て

も
感
動
し
て
い
ま
す
」と
語
る
ア
フ
ザ
リ
さ
ん
。日

本
は
、世
界
の
中
で
、も
っ
と
も
地
震
の
多
い
国
の

一
つ
。子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
地
震
の
研
究
が
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
ア
フ
ザ
リ
さ
ん
は
、イ
ラ
ン
の

大
学
と
大
学
院
で
土
木
工
学
や
構
造
力
学
を
学
ん

だ
後
、熊
本
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。「
日
本
と
イ

ラ
ン
で
同
じ
規
模
の
地
震
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、

地
震
後
の
ダ
メ
ー
ジ
は
、圧
倒
的
に
イ
ラ
ン
の
方

が
大
き
い
。構
造
力
学
の
研
究
が
進
む
熊
本
大
学

の
山
尾
研
究
室
で
学
び
、イ
ラ
ン
の
防
災
対
策
に

少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」と
留
学

の
動
機
を
語
り
ま
す
。ま
た
、日
本
人
の
危
機
管
理

能
力
や
精
神
に
も
関
心
を
寄
せ
る
ア
フ
ザ
リ
さ
ん
。

「
日
本
は
緊
急
時
の
備
蓄
や
、東
日
本
大
震
災
後
の

助
け
合
い
、そ
し
て
困
難
に
立
ち
向
か
う
姿
な
ど
、

技
術
面
以
外
で
も
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
国
で

す
」。

　

研
究
室
で
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ト
ル
コ
か
ら

の
留
学
生
な
ど
、仲
間
と
と
も
に
研
究
に
励
ん
で

い
ま
す
。「
国
境
を
越
え
て
、み
ん
な
で
助
け
合
い

な
が
ら
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
」。街
に
出
る
と
、

い
ろ
ん
な
方
が
親
切
に
声
を
掛
け
て
く
れ
る
の
が

う
れ
し
い
と
語
る
ア
フ
ザ
リ
さ
ん
。「
デ
パ
ー
ト
へ

行
く
と
、店
員
さ
ん
が
丁
寧
に
お
辞
儀
を
し
、目
的

の
売
り
場
ま
で
私
を
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
。日
本
の
経
済
発
展
の
秘
密
は
、高
い
技
術
力
に

加
え
、顧
客
を
尊
敬
す
る
精
神
が
根
底
に
流
れ
て

い
る
か
ら
だ
と
感
じ
ま
す
」。

　

2
0
1
4
年
の
10
月
ま
で
熊
大
で
学
ぶ
ア
フ
ザ

リ
さ
ん
は「
将
来
は
、熊
大
で
学
ん
だ
技
術
を
基

に
、耐
震
に
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た

り
、日
本
の
高
い
文
化
を
イ
ラ
ン
で
伝
え
る
活
動

を
し
て
い
き
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。現在、日本語の勉強中だというアフザリさん。地元の人

と地元の言葉で話せば、もっとコミュニケーションがとれ
ると楽しみにしている



卒
業
生
ジ
ャ
ー
ナ
ル

　経済産業省から内閣官房に出向し、現在「環太平洋パートナーシップ」の広報に携わって

います。在学中にドイツに留学し、言葉が通じない中で挑戦する日々を経て、精神的に非常

にタフになりました。また両親、教授をはじめ、たくさんの方が私の挑戦を支え、応援して

くださったことに感謝しています。現在仕事は大変なことも多いのですが、日々周りに支え

られてがんばっています。どんなことからも学ぶことは可能です。無駄、自分には合わないと

決め付けずに、ぜひたくさんのことに挑戦してほしいと思います。

経済産業省 本省（東京）　勤務
法学部・平成21年度卒

平川  怜奈　Rena HIRAKAWA

　私は、半導体封止材向けの樹脂開発を行っています。さまざまな耐久性試験から得られる

データを基に劣化メカニズムを解析し、耐久性のある新規樹脂を開発することが現在の業務

です。在学中は研究活動に没頭する日々でした。夜通し行った電子顕微鏡観察の後、朝日を

浴びながらネガを運んでいたころを思い出します。研究室で身に付けた「観察力」は、会社で

研究開発をしていく上で大きな支えになっています。皆さん、学生生活では研究やサークル

活動など、好きな事に没頭することができます。好きな事に思いっ切り取り組んで得られた

自信は、今後自分を支える大きな力になるので全力投球してください。

新日鐵化学株式会社（千葉）　勤務
工学部物質生命化学科・平成20年度退学（飛び級による大学院進学）／大学院自然科学研究科物質生命化学専攻博士前期課程・平成22年度修了

岡﨑  豊　Yutaka OKAZAKI

　現在、熊本市内の小学校で教諭として働いています。昔からの夢をかなえることができ、

素直でかわいい子どもたちと楽しい毎日を送っています。熊本大学では多くの素晴らしい先生方

や仲間との出会いがあり、今でも深いつながりを感じています。ゼミ室で仲間と深夜まで、

時には朝まで研究に没頭したこと、今では最高の思い出です。また、準硬式野球部で練習に

励んだ日々は、毎日が活気と笑いにあふれていました。今ではそれらが私の大きな支えになって

います。これからも子どもたちと共に笑い、共に泣き、共に成長する人間でありたいと思い

ます。この道を選んだことに、一片の悔いなしです！

熊本市立田迎小学校　勤務
教育学部小学校教員養成課程（国語科）・平成18年度卒

尾崎  弘尚　Hirotaka OZAKI

本学の卒業生たちの“今”に迫る「卒業生ジャーナル」。

熊本県内はもとより、国内外で活躍する先輩たちの

これまでの歩みや苦労、そして喜び、楽しみなどを通して

精励するその姿をご紹介します。

卒業生ジャーナル

教

工

法
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卒
業
生
ジ
ャ
ー
ナ
ル

　地質担当技術者としてドバイの関連会社へ出向・駐在し、中東・北アフリカ地域の石油・

ガス探鉱開発における、既存案件管理および新規案件評価などの業務に携わっています。

大学卒業まで一度も海外の経験が無かった私にとって、E&P業界に飛び込んだことは非常に

大きな挑戦で、現在も緊張の連続ですが、砂漠の地平線上やかげろうに浮かんだリグ（掘削櫓）、

整然と並んだ生産施設を見ると気持ちが熱くなります。今後も経験を重ねて技術を磨き、また

さまざまな人種・文化・宗教と接する中で、少しずつでも世界が広がれば素晴らしいと感じて

います。熊大で出会った方々に心より感謝申し上げます。

三井石油開発株式会社（東京）　勤務
理学部地球科学科・平成16年度卒／大学院自然科学研究科自然システム専攻博士前期課程・平成18年度修了

水永  泰介　Taisuke MIZUNAGA

　地元宮崎の病院と調剤薬局で計6年間の実務経験を経て、3年前より、延岡の大学で未来

の薬剤師を育てるお手伝いをしています。私の熊大時代といえば、勉強よりもよく飲み、よく

遊んだことばかりだったように思います。決して“良い学生”ではなかったけれど、多くの仲間

や先輩方、そして厳しくも温かい先生方との出会いにより、私自身多くのことを学び、成長す

ることができたと思っています。学生の皆さんには、熊大ならではの伸び伸びとした環境の

中で、“今”しかできないことをたくさん経験し、多くのことを学び、大きく成長してほしいと

思います。

九州保健福祉大学薬学部薬学科臨床薬学第一講座　勤務
薬学部薬科学科・平成12年度卒／大学院薬学研究科臨床薬学専攻博士前期課程・平成15年度修了

鳴海  恵子　Keiko NARUMI

　資産運用を行い、問題解決型のコンサルティングビジネスをしています。証券会社といえ

ば「株式」のイメージが強いと思いますが、従来の証券ビジネスの枠にとらわれない商品・

サービスの提案を通じて日々の業務を行っています。国内外の情勢の変化に伴い、多様化

するお客様のニーズに応え、信頼できるパートナーになることを目指しています。日本人の

ライバルはもはや日本人ではありません。企業は優秀な人材を世界各国から採用しています。

学生時代という大切な時期に自分自身をよく見つめ直し、広い視野で物事を捉える訓練をしてく

ださい。皆さまのこれからのご活躍を心より祈念しています。

野村証券株式会社（東京）　勤務
文学部コミュニケーション情報学科・平成22年度卒

末永  拓也　Takuya SUENAGA

　呼吸器外科医師として、肺がんをはじめとする胸部外科手術を担当しています。以前は、

約10年間小児外科を専攻していましたが1年前に思い切って転科しました。40歳を前にして

大丈夫だろうかと迷いましたが、在学時代、社会人として働いた後で大学に入学した同級生

たちを思い出し、「何とかなる」と決断しました。家族を抱えながら懸命に勉強していた当時の

彼らと同じ年代になった今、改めてその覚悟・気迫を感じています。在校生の皆さん、大学

時代に巡り合う人々や、自分が感じたこと・考えたことを大切にしてください。それらは人生

のさまざまな場面でヒントを与えてくれ、あなたの背中を押してくれることでしょう。

独立行政法人国立病院機構 埼玉病院呼吸器外科（埼玉）　勤務
医学部医学科・平成10年度卒

下髙原 昭廣　Akihiro SHIMOTAKAHARA

文

医

薬

理
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地域マネジメントプラットフォーム形成研究事業
「地域づくり交流会－熊本発、交流から学ぶ地域マネジメントの知恵－」を開催

　3月1日（木）、本学くすのき会館に
て、熊本大学政策創造研究教育セン
ター主催の地域マネジメントプラット
フォーム形成研究事業「地域づくり
交流会－熊本発、交流から学ぶ地域
マネジメントの知恵－」が開催されま
した。同センターが地域づくりの研
究や実践に通じて協働してきた5地
域の地域づくり団体および関係自
治体が一同に会し、第1部は各地域
の取り組みや成果、実践上の工夫な
どの事例発表会を行い、第2部は
ワークショップ形式で実施。懇親会
では、地域間の相互交流や先進的な

取り組みについて活発な情報交換が
行われました。
【参加地区・地域（分野）】
①芦北町大岩地区（むらづくり）②天草
市﨑津・今富地区（文化的景観保全）

③天草市宮地岳地域（グリーンツー
リズム）④熊本市若葉・泉ヶ丘地区
（子育て支援）⑤山都町白糸台地地
域（文化的景観保全）

「熊本大学先進マグネシウム国際研究センター」オープニング記念式典を開催しました

　2月29日（水）、熊本ホテルキャッ
スル（熊本市）において「熊本大学先
進マグネシウム国際研究センター」の
オープニング式典が開催され、海外
からの研究者をはじめとする総勢
240名の出席を得ました。
　同センターは、センター長の河
村能人教授が2001年に開発した
「　　　　　マグネシウム合金」の国
際共同研究拠点として、平成23年
12月に学内に設置。「強くて軽く耐
熱性を備えた次世代の新素材」「CO2
削減への挑戦」をキャッチフレーズ
に世界の研究機関やボーイング社、
GMをはじめとする世界の企業の注

目を集めています。
　式では、谷口学長らとともに、セン
ター名が刻まれたプレートの除幕式
や記念講演が行われました。
　中国や米国、カナダなど5カ国の
研究者からの祝辞があり、中国有色
金属工業協会の史文方副会長からは
「中国でも100を超える大学や企業
がマグネシウム合金について研究し
ているが、　　　　　マグネシウム
の評価は極めて高い。共同研究をさ
らに進めたい」との言葉をいただき
ました。
　翌3月1日（木）は、キックオフイベ
ントとして、本学工学部百周年記念

「熊本上海事務所」のオープニングセレモニーを開催

　熊本県、熊本市および本学の３機
関が共同で、「熊本上海事務所」を上
海市内梅龍鎮広場（上海伊勢丹百貨
店入居ビル）の15階に設置しました。
1月11日（水）に行われた開所式では、
熊本県知事、熊本市長、熊本県議会
議長、熊本市議会議長および社団法
人熊本県貿易協会会長と共に、谷口
学長がテープカットを行いました。また、
同日18：30から上海国際機場賓館に
てレセプションが行われ、上海市政府
関係者、在上海日本国総領事館関
係者、上海市熊本県人会関係者など
約200名が参加。盛会のうちにその幕を
下ろしました。

（上）熊本上海事務所オープニング式典で、テープカット（右よ
り、幸山政史熊本市長、蒲島郁夫熊本県知事、谷口学長）
（左上）熊本上海事務所の皆さん。（写真後列左から、吉田二浩さん
（熊本県）、杉本幸生さん（熊本市）、中浦和一さん（顧問）。前列左
から、顧文潔さん（同済大学4年生）、姚双恵さん（工業アドバイ
ザー）、陸暁艶さん（アシスタント）、何海洋さん（熊本大学））

プレートの除幕式にて（写真左より、原田信志
副学長、谷口学長、両角光男副学長、河村能人熊本
大学先進マグネシウム国際研究センター長）

ワークショップでは、各地域より
さまざまな声が上がり、会場は
大いに盛り上がった

館において国際シンポジウムが行
われ、研究者および学生による活発
な研究成果発表が行われました。

KUMADAI
KUMADAI
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平成23年度学生表彰

学生表彰者（学業成績優秀者除く）
【団体】

【個人】

課外活動指導者に対する感謝状贈呈者

成績

ダイビング部

弓道部

ボート部

第44回関東学生潜水連盟フリッパー競技大会
NHKくまもとの風スペシャル
第5回大学対抗映像コンテスト

第49回九州学生弓道選手権大会

夏季九州学生レガッタ大会
秋季九州学生レガッタ大会

団体

団体

団体

団体
団体

優勝

優勝

優勝

優勝
優勝

所属（平成23年度）氏名 成績種目等名大会等名

大会等名 種目等名

優勝

2位

優勝
優勝

優勝

優勝
優勝
優勝

優勝

優勝

優勝

優勝

優勝

優勝
優勝

優勝
優勝

優勝
優勝
優勝

奨励賞

林 緩奈

西山 英孝

堤 里帆

田中 龍二

岩崎 真和

土師 正稔

神垣 貴晶

元満 文音

又木 雪乃

塩崎 かおり

中尾 有沙

大迫 淳一

髙瀬 怜奈

平川 敦子

工学部

理学部

教育学部

教育学部

理学部

工学部

工学部

理学部

法学部

法学部

教育学研究科

工学部

教育学部

教育学部

3年次

3年次

2年次

1年次

1年次

3年次

2年次

1年次

3年次

3年次

2年次

4年次

1年次

4年次

潜水女子 200ｍ

男子 100ｍ

女子 50ｍ
女子 100ｍ

男子 50ｍ

新人男子 200ｍ
男子 100ｍ
男子 400ｍ

男子 －68㎏級

男子 －54㎏級

女子 －49㎏級

女子サーブルの部

エペ女子

一般女子三段跳
女子三段跳

男子 200ｍ
男子 200ｍ

ジュニア女子七種競技
女子混成七種競技
女子混成七種競技

一般の部

第44回関東学生潜水連盟フリッパー競技大会

第44回関東学生潜水連盟フリッパー競技大会

第44回関東学生潜水連盟フリッパー競技大会

第44回関東学生潜水連盟フリッパー競技大会

第44回関東学生潜水連盟フリッパー競技大会

第9回全九州学生テコンドー選手権大会

第9回全九州学生テコンドー選手権大会

第9回全九州学生テコンドー選手権大会

春季九州学生フェンシング大会

秋季九州リーグフェンシング大会

第66回九州陸上競技選手権大会
第81回九州学生陸上競技対校選手権大会

第39回九州学生陸上競技選手権大会
第61回九州地区大学体育大会

第27回日本ジュニア選手権混成
第39回九州学生陸上競技選手権大会
第81回九州学生陸上競技対校選手権大会

第65回記念二紀展

団体名

早川  斎嘉 10年 ボート部

指導期間 指導団体名指導者名

　3月14日（水）、本学工学部百周年記念館において、課外活動指導者に対する
感謝状贈呈式と学生表彰式が開催されました。
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　本学を代表する教員がどんな夢を
持ち研究を行っているのか、高校の
学習内容と研究がどのように関連し
ているかについて学びます。
開催時期／ 6月9日（土）～11月17日（土）
  ※毎週土曜日、計15回開催
  10：00～12：00
  13：00～15：00
場　所／本学全学教育棟C301教室ほか
対　象／ 高校生
事前申込／ 熊本県内の高校生は学校を
  通じ、参加申し込みください。
   （4月中旬に各校へパンフレッ
   トを配付）

　3月17日（土）、本学工学部2号館に
おいて、第7回熊本大学学際セミ
ナー「ポスト3.11から新たな行動変
容を考える」が開催されました。京
都大学防災研究所・岡田憲夫教授
を迎え、「ポスト3.11が問いかける
格段の総合化と学際融合への挑戦
―安全・安心で生き活きとした共存
社会を目指して―」と題した基調講
演が行われました。岡田教授は東日
本大震災を受け、総合防災研究の格
段の発展が求められる現状と課題、
災害リスクマネジメントの重要性、
学際化の意義などについて講演。第
2部では法学部・伊藤洋典教授、熊本

大学政策創造研究教育センターの都
竹茂樹教授、田中尚人准教授による
ミニ報告。第3部のパネルディス
カッションでは、「ポスト3.11から
新たな行動変容を考える」と題し、学
生をはじめとする多くの人々の質問
に答える形でディスカッションが行
われました。

第7回熊本大学学際セミナー「ポスト3.11から新たな行動変容を考える」を開催

　本学工学部研究資料館（旧熊本高
等工業学校機械実験場）は、旧制熊
本高等工業学校の機械実験工場と
して明治41年に竣工。本学に引き継
がれた後の昭和45年まで実習施設
として使用され、現在は国の重要文
化財に指定されています。明治39年
から昭和6年にかけて購入された、主
にアメリカ製の工作機械が国内で
本来の用途として動作・運用可能な
状態で保存されている例は他に無
く、建物と共に重要文化財に指定さ
れました。平成24年度から、毎月第3
金曜日の13：00～16：00まで公開
します。併せて多くの史料もご覧く
ださい。

工学部研究資料館が４月から定期的に一般公開されます

講演を行う京都大学防災研究所・岡田憲夫教授

高校で学んでいる授業内容が、どんな
研究に結び付くのかなど、研究者の言
葉を通して大学で学ぶ楽しさを知るこ
とができる

 

熊本県外の高校生は、直接、高大連携
推進室にお問い合わせください。
参加費／無料

高校生のための熊大ワクワク連続講義

【問い合わせ】
熊本大学高大連携推進室
Tel.096-342-2142
E-mail:gag-koda@jimu.kumamoto-u.ac.jp



№17（平成23年11月1日～平成24年2月29日）

特別栄誉会員（桑野幸徳様、上田京二様、出田秀尚様）に感謝状を贈呈しました
　熊本大学基金にご寄附いただきました特別栄誉会員（個人）である、桑野幸徳様、上田京二様、出田秀尚様の御三方に、
このたび、谷口学長から感謝状と副賞の扁額が贈呈されました。
　御三方とも、頑張っている学生さんや熊本大学の更なる飛躍のために役立てていただきたいというお気持ちから、熊本
大学基金にご寄附いただきました。

熊本大学基金へのご協力に感謝し、心より御礼申し上げます。

　卒業生の皆さま、在学生の保護者の皆さま、法人・団体等の皆さま、本学の退職者及び教職員の皆さまからご寄附をいただ
き、平成２４年２月２９日現在、その寄附総額は約５億円となっております。皆さまのご協力に厚く御礼申し上げます。
　今号では、平成２３年１１月１日から平成２４年２月２９日までの間に入金を確認させていただきました個人７１名、２法人・団体等の
寄附者すべての皆さまへ感謝の意を込め、ご芳名を掲載させていただきます。公開を希望されない寄附者につきまして
は、掲載しておりません。
　また、万一お名前がもれている場合は、誠に恐縮ではございますが、募金推進室（電話：096-342-2029）までご連絡ください。
　皆さまの更なるご支援とご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

【200万円】 東レ株式会社(800) 
【30万円】 谷口　　功(130)
【10万円】 菊池　　健(50)
【5万円未満】 山本　悦夫(20) 川上俊一郎 松尾　康成

１．お名前・寄附金額の掲載を希望された寄附者
　　　（寄附金額別、五十音順・敬称略にて掲載させていただきます。）　※（　）内の数字は、累計寄附金額（万円）です。

阿多　為義 荒木　　忍[4] 生駒　　明[3] 宇佐美しおり[9] 内田　フキ 上井　雄二 江藤　洋朗
大串　　渉[4] 緒方　裕斗 緒方　安孝[2] 小野　省五[2] 海部　静男[2] 川瀧　正光[3] 川端　秀明
菊地　晋一 窪田　廉之[2] 佐々　　理[3] 相馬　和夫[2] 立石　哲矢 塚元　正子[2] 常葉　謙二[3]
永井　隆一[5] 永吉　正和 野中　久翁 蓮田　太二 羽山紘一郎[3] 平野　俊一 細田　明伸
堀田圭之介 村山　伸樹[5] 森　　秀樹 森田　敏朗 両角　光男[3]
医療法人和光会前田病院
 

２．お名前のみ掲載を希望された寄附者
　　　（五十音順・敬称略にて掲載させていただきます。）　※［　］内の数字は、累計寄附回数（回目）です。

３．お名前・寄附金額の掲載を希望されない寄附者
個人33名

桑野幸徳様（S38理） 上田京二様（S28医科） 出田秀尚様（S38医）
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〒860-8555 熊本県熊本市中央区黒髪2-39-1 TEL.096-344-2111（代）




